１．骨髄について誤っているものはどれか？

　１）正常骨髄中には造血細胞の幼弱型が存在し、血球を産生している。

　２）血小板の母細胞は巨核球である。

　３）骨髄腔は長幹骨に存在するが、扁平骨には存在しない。

　４）新生児の骨髄中には脂肪細胞が少ないが、老化に伴って増加する。

２．２０歳の女性。眼球結膜に貧血を認め、スプーン状爪を認めた。誤っているものはどれか？

　１）鉄の欠乏による貧血が考えられる。

　２）酸素供給不足のために脈拍数は多い。

　３）脾腫を認める。

　４）血液検査では小球性低色素性貧血が考えられる。

　

３．貧血について誤っているものはどれか？

　１）妊娠時には貧血になることがある。

　２）急性出血後には骨髄の赤芽球が増加する。

　３）再生不良性貧血では白血球、血小板も減少することが多い。

　４）すべての溶血性貧血では摘脾が治療の第１選択である。

４．末梢血白血球数について誤ったものはどれか？ 
　１）急性骨髄性白血病では白血球の減少を伴うことがある。

　２）寄生虫疾患では好酸球増多を認める。

　３）慢性骨髄性白血病では幼弱型の細胞だけが著しく増加する。

　４）急性細菌性感染症では好中球増多を認める。

　

５．急性白血病について誤っている組み合わせはどれか？

　１）小児ではリンパ性白血病が骨髄性白血病より多い。

　２）成人では急性骨髄性白血病の方が急性リンパ性白血病より多い。

　３）急性前骨髄球性白血病（M3）では播種性血管内凝固症候群が多く認められる。

　４）急性白血病の診断は末梢血検査で十分である。

